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小児病棟に勤務する保育士の専門性に関するアンケート調査
−業務の重視度と自由記述の分析から−

入江慶太１）*

１）新見公立大学健康科学部健康保育学科

（2021年12月1日受付、12月22日受理）

1．緒言

国家資格である保育士は、就学前の子どもを保育する保
育所等で活躍していることは周知の事実であるが、乳児
院、児童養護施設、療育施設等、様々な場所においても、利
用児（者）の成長や発達、生活を支えている。それらの活
躍の場の一つに、病気や障害によって入院を余儀なくされ
た、主に15歳以下の子どもが生活する小児病棟がある。小
児病棟に勤務する保育士は、通称「病棟保育士」と呼ばれ
ており、入院中の子どもに遊びを通した発達支援や退院を
見越した生活支援を行う者として、また付き添いの保護者
の良き相談役としての役割を果たしている。

一方で、保育士養成課程の中で、乳幼児の一般的な疾病
や障害、それらの対処法は学ぶものの、入院児やその保護
者を対象とした保育内容については教えられていない。そ
のため、病棟保育士は小児病棟に就職後、自らの熱意と努
力で知識を習得し、仕事を覚え、チーム医療の一員として
求められるものを理解していかなければならない現状が
ある１）。また、保育所等は保育士が多数を占める専門職集
団であるが、小児病棟は保育士の配置が少ないのが特徴で
ある。東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策
学センターの調査によれば、病棟保育士の配置が1名であ
る病院が調査対象病院全体の45.7%と最も多く、3人未満で
ある病院が75%を占めるという結果２）であった。これは病
棟保育士間の相談や保育技術の伝達、つまり先輩保育士や

同僚から「見て聞いて学ぶ」ことが難しい環境にあると言
える。

以上のような現状を変えるためには、まず病棟保育士の
専門性を明らかにすることが必要であると考える。それら
が明らかになれば、チーム医療の中で保育士が自らの専門
性を存分に発揮し、入院している子どもやその保護者に質
の高い関わりを提供することができるからである。また、
そこで得られる子どもや保護者の心の安定は、治療効果を
高めることにつながる可能性もある。加えて、病棟保育士
養成のために、保育士養成課程の中で「何を教えるべきか」
を明確にすることもできよう。

そこで、本研究では、全国の病院に勤務する病棟保育士
を対象に、「保育を行う上で重視すること」注１）をアンケー
ト調査し、重視度の低いコードに着目してその理由を考察
する（研究Ⅰ）。病棟の中にあって、保育士としての本質
的な専門性が発揮されやすい業務と発揮されにくい業務
があり、後者の業務は重視度が低くなると考えられる。こ
の「発揮されにくさ」を考察することにより、病棟保育士
の専門性を明らかにするための何らかの示唆を得ること
ができると考え、重視度が低いコードを研究対象にするこ
ととした。また、研究Ⅰで用いたアンケート内の自由記述
を分析し、研究Ⅰで示した「保育を行う上で重視すること」
に追加するものがあるかを検討する（研究Ⅱ）。
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本研究の目的は、全国の病院に勤務する病棟保育士を対象に「保育を行う上で重視すること」を調査し、重
視度の低いコードに着目してその理由を考察すること（研究Ⅰ）と、研究Ⅰで用いたアンケート内の自由記述
を分析し、「保育を行う上で重視すること」に追加するものがあるかを検討すること（研究Ⅱ）である。

病棟保育士315名のアンケートより、「保育を行う上で重視すること」の中から重視度の低い12コードを抽出
し、これらを「他職種の優位性が高い業務」「計画立案に関する業務」「付加的業務」「専門性の発信や力量
を高める業務」に分けて考察した（研究Ⅰ）。研究Ⅱでは、自由記述内の語の出現パターンの組み合わせと共
起後のつながりを可視化し、「保育を行う上で重視すること」48コードと比較した結果、新たに3つの関わり（季
節を感じてもらう、入院生活を楽しいものにする、少しでも快適な時間を作る）を追加する必要性があること
が示唆された。
（キーワード）小児病棟、病棟保育士、保育士の専門性、共起ネットワーク
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2．方法

（1）病棟保育士の「保育を行う上で重視すること」の選定
選定にあたっては、これまでの文献から抽出することと

した。文献検索は国立情報学研究所の「CiNii」を使用し、医
療保険制度の診療報酬の中に保育士加算が初めて導入さ
れた2002年以降から2020年3月までに発行された論文を対
象とした。検索式を「病棟」AND「保育」、「医療」AND
「保育」とし、病棟保育士に関する59本を抽出した。これ
らの論文から病棟保育士の保育業務や役割、専門性と思わ
れるものを箇条書きでのべ265コード抽出し、同じ内容の
ものを1コードとしてカウントして、最終的に48コードか
らなる表1の「保育を行う上で重視すること」の一覧表を作
成した。
（2）調査対象及び調査時期

病棟保育士が在籍する病院に関するデータベースは現
在のところないので、「15歳未満専用病棟（小児病棟）」の
設置が条件の小児入院管理料注２）1～3で届け出を行ってい
る全国の354病院（2019年5月時点）に対して、保育士在籍
の有無を問わず調査対象とした。なお、アンケートの発送
は2020年3月に行い、同年4月末を回答締め切りとした。
（3）調査内容

アンケートによる調査内容は、「保育を行う上で重視す
ること」というタイトルで、表1の48コードそれぞれについ
て、「5：非常に重視する」から「1：あまり重視しない」ま
での5件法で尋ねる内容とした。また、最後に48コード以外
の「保育を行う上で重視すること」に関する自由記述欄、保
育の経験年数、勤務先の設置母体（国立、法人立など）、現

在の雇用形態（正規職員、臨時職員）、認定資格注３）の有無
について記述する欄を設けた。
（4）分析対象および方法

回収したアンケートに関して、研究Ⅰ・Ⅱともに「認定
資格なし（保育士資格のみ）」の保育士を分析対象とした。
その理由として2つある。1つ目はアンケートの集計の結
果、「認定資格なし（保育士資格のみ）」の病棟保育士が、
全体の約8割（79.7%）という大多数を占めていたからであ
る。2つ目は、「認定資格あり」の病棟保育士は何らかの病
棟保育に関する専門職養成を受けている可能性があり、専
門性に関する研究も多くなされている３）４）が、「認定資格
なし（保育士資格のみ）」の病棟保育士は病棟保育に関す
る専門職養成を受けていない可能性が高く、本研究の射程
に入る対象者だと考えたからである。

その上で、研究Ⅰでは、各48コードの平均値を算出して
降順に並べ、第一四分位数以下を「重視度が低い」とみな
して、分析対象とした。また、研究Ⅱでは、48コード以外
の「保育を行う上で重視すること」に関する自由記述の分
析について、樋口５）が開発した計量テキスト分析ができる
KH coderを使用した。このソフトを用いて、テキストマイ
ニングによる語彙頻度を算出し、語の出現パターンの組み
合わせと共起後のつながりを可視化するために共起ネッ
トワーク図を作成した。なお、共起関係の強さを図る手法
として、Jaccard係数注４）を採用し、係数0.2以上を分析対象
とした。
（5）倫理的配慮

郵送するアンケート用紙のフェイスシートに、協力は任
意であること、施設及び個人は特定されないことなどを記
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表１．「保育を行う上で重視すること」の一覧表



小児病棟に勤務する保育士の専門性に関するアンケート調査

載し、アンケートに協力する際には、アンケート冒頭にあ
る同意チェックボックスにマークしてから回答するよう
依頼した。

なお、本アンケート調査は川崎医療福祉大学大学倫理委
員会の承認を得て実施した（承認番号18-120）。

3．結果

アンケートを発送した354病院の内、回答のあった病院
は137病院（回収率38.7%）で、計315名分のアンケートが回
収された。なお、回収されたアンケートは、研究協力の同
意欄に全てチェックが入っていた。315名分のうち、「認定
資格なし（保育士資格のみ）」245名の属性は、平均経験年
数11.16年（SD = 8.71）、設置母体（国立44名・都道府県立
29名・市町村立34名・法人立120名・その他2名・不明16
名）、雇用形態（正規職員131名・臨時職員114名）であっ
た。

研究Ⅰについて、各48コードの重視度の平均値を降順に
配列した一覧を表2に示す。第一四分位数以下のコードは
12コードあり、いずれも3を下回る平均値であった。具体的
には、「①子どもにディストラクションを行う。」「②入
院児のきょうだいを支援する。」と続き、最も重視度が低
かったコードは「⑫研究活動（事例検討・論文作成等）を
行う。」であった。

次に、研究Ⅱについて、自由記述の語彙を概観し、本研
究では出現回数4回以上の語彙を抽出することとした。そ
の抽出語リストを表3に示す。全体で40語あり、最も多く用

いられていた単語は「子ども」で、「行う」「遊び」「保
護者」「保育」と続いた。次に、図1のとおり、先述の40語
を用いた自由記述の共起ネットワークを可視化し、
Subgraph（関連性の強い語ごとに色分けされたもの）から
おおむね8つの共起関係（A「季節・装飾・感じる」、B「親
子・重要」、C「コミュニケーション・図る」、D「発達・
症状・環境・促す・考える」、E「遊び・提供」、F「生活・
入院・楽しい・退院後・一人一人・関わる」、G「関わり・
持つ」、H「少し・時間」）が描かれていると判断した。
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表２．各コードの重視度の平均値

表３．出現回数4回以上の抽出語リスト



4．考察

（1）研究Ⅰ
研究Ⅰの目的は、「保育を行う上で重視すること」をア

ンケート調査し、重視度の低いコードに着目してその理由
を考察することである。表2から抽出された12コードを概
観し、「他職種の優位性が高い業務」「計画立案に関する
業務」「付加的業務」「専門性の発信や力量を高める業務」の
4種別に分け、種別ごとに考察を試みる。

一つ目の「他職種の優位性が高い業務」は、表2の「①子
どもにディストラクションを行う。」「④救急処置につい
ての知識を持って関わる。」「⑤子どもにプレパレーショ
ンを行う。」「⑥子どもの勉強に向き合う。」「⑩子ども
の状態に合わせて入浴介助を行う。」「⑪ボランティアの
受け入れ調整を行う。」の6コードで構成される。①や④、
⑤、⑩注５）に関しては、医師や看護師といった医療従事者の
業務との重なりがあり、明確な分担業務としているのか、
協力業務としているのかは、病院により異なる可能性があ
る。そもそも、「病院」といっても病院形態（総合病院・
小児専門病院など）や診療科（内科系・外科系・循環器
系・診療科系など）といった違いがあり、病棟保育士が所
属する病院や部署によって、業務の重視度が変化すること
が考えられる。⑥については院内学級や養護学校の有無や
教諭との連携レベルの違い、⑪については事務部が対応す

る病院もあり、他職種が優先的に関わることが重視度の低
さの要因になっていると考えられる。

二つ目の「計画立案に関する業務」には、「③一人一人
の保育計画を立てる。」「⑧集団保育の計画を立てる。」の
2コードが該当する。入院している子どもの様態は、疾病の
状況や検査・手術の前後の状況で刻々と変化する。様態の
変化が緩やかな慢性期の入院児であれば計画は比較的立
案しやすいが、急性期であれば立案も難しくなると考えら
える。また、例えば、手術までの待機時間の延長や急な検
査の要請があれば、それを優先しなければならないことも
あり、見通しを持った保育の計画が立てにくい面も影響し
ていると思われる。

三つ目の「付加的業務」は、「②入院児のきょうだいを
支援する。」「⑨後進の育成（実習指導等）に関わる。」の
2コードで構成される。これらの業務は「入院児やその保護
者のケアを行う」という主要業務とは異なり、どちらかと
いうと付加的な要素を持つ業務である。②については、例
えば、面会制限により病棟内に入れないきょうだいの支援
６）や夏祭り等の行事を開催して家で待つきょうだいの頑張
りをねぎらう支援７）などがあるが、いずれも病棟保育士が
複数いる環境の中での実施である。したがって、先述の同
僚の保育士数が少ない環境であれば、業務として後回しに
なる可能性が示唆される。また、⑨については、独自科目
として病院における実習に取り組んでいる保育士養成校
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図１．自由記述の共起ネットワーク
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の数がそもそも少ない上に、その中で「病棟保育士に指導
を受ける実習」となるとさらに少なくなると考えられる。
以上のような実習受け入れ数の少なさが、重視度の低さに
影響していると考えられる。

四つ目の「専門性の発信や力量を高める業務」には、「⑦
社会に向けて自らの専門性をアピールする。」「⑫研究活
動（事例検討・論文作成等）を行う。」の2コードが該当す
る。チーム医療の観点からすると、医師や看護師をはじめ
とした他職種集団の一員として病棟保育士は所属してい
る。これは「病棟保育士はどんな役割を果たす存在なのか」
が常に問われていることを意味する。その一方で、前掲の
東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学セ
ンターの調査８）によれば、所属部署が「看護部である」と
回答した病棟保育士が全体の66%に上ることが明らかに
されており、約3人に2人が病棟保育士として独立していな
いこととなる。先述の配置人数の少なさによる業務過多の
影響と相まって、自らの専門性を高める研究活動や発信に
時間をかけることができない、あるいはその立場にない現
状があると思われる。
（2）研究Ⅱ

研究Ⅱの目的は、アンケート内の自由記述を分析し、研
究Ⅰで示した病棟保育士の専門性に追加するものがある
かを検討することである。分析により描かれた表3の頻出
語及び図1の8つの共起関係は、全て保育士の専門性に関連
するものであった。表1の一覧表と8つの共起関係を比較す
ると、今回の自由記述から三点の追加を検討する必要があ
ると考えられる。

まず、一点目は、図1のAの共起関係「季節・装飾・感じ
る」である。これは「その月の季節を感じられるような装
飾をして病棟を明るくする」や「季節感を感じられる遊び
（製作）などを取り入れる」などの自由記述から構成され
ており、表1の一覧表に該当するコードは存在しなかった。
入院すれば外出の機会は制限され、さらに入院が長期に及
べば季節の移り変わりを感じる機会も減少することが考
えられる。四季折々の環境の変化に触れる機会を保障す
る、という病棟保育士が重要視する業務であると考え、「季
節を感じることができる装飾を行う」といったコードが必
要になると考える。

二点目は、図1の共起関係F内にある「入院・楽しい」の
語のつながりである。これは「保護者を巻き込んで遊ぶよ
うにし、入院生活が楽しいものであったと思ってもらう」
や「短期入院の子どもが多いので、気分転換を図れるよう
な時間を作れるようにし、少しでも楽しかったと思えるよ
うにする」などの自由記述から構成されており、退院後に
入院生活を振り返った時に、その経験をポジティブなもの
として捉えることができるようにする病棟保育士の関わ
りであると考えられる。類似のコードとして、表1の「5.将
来の子どもの姿（生活）を見通して関わる。」があるもの

の、これは病棟保育士が入院児に関わることを通して、入
院児が退院後の日常生活に困らないようにする、という意
味合いが強いため、表1の「5」とは異なる「入院生活を楽
しい経験だったと捉えることができるように関わる」とい
うコードを追加したい。

三点目は、図1の共起関係Hの「少し・時間」である。こ
れは「入院中、少しの時間でも笑顔があるようにする」「親
子ともに少しでも快適な時間を過ごしてもらうことを考
えて対応する」などの回答により構成されており、病棟保
育士の支援により病院で過ごす時間が少しでも快適なも
のになるような関わりを意味すると考えられる。入院児や
その保護者は日々病気に向き合い、時には痛みや不安に対
処していかなければならない。そうしたストレスを限りな
くゼロに近づける病棟保育士の関わりであると考えられ
るため、「入院生活の中で少しでも快適な時間が過ごせる
ように関わる」を新たなコードとして追加する必要がある
だろう。

5．結語

本研究は病棟保育士の業務に着目し、重視度が低いコー
ドの理由を明らかにし、専門職性の高いコードを新たに見
出すことができた。病棟保育士は、入院児の入院理由に直
接的な関与はできない。しかし、治療や検査の効果を高め
る間接的な関わり、子ども本来の発達促進の保障、その保
護者の精神的なケアなどを行うという意味では、非常に専
門職性の高い、必要な人材であると言える。さらに病棟保
育士の社会的認知が広がっていくためには、実践者である
病棟保育士を中心として、病棟保育（士）を研究対象とし、
研究的視点に立った実践や事例の積み上げが求められて
いると考える。

今後は、研究Ⅰで考察した12コードを含む表1の48コー
ドと研究Ⅱで明らかにされた3コードについて質的に精査
し、病棟保育士の専門性を特定していきたい。そして、得
られた結果を基に、病棟保育士の研修プログラムや養成カ
リキュラムの開発を進めていくことを課題としたい。
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８）前掲２）

注

注１）本研究で用いたアンケートでは、「保育の専門性」で
はなく、「保育を行う上で重視すること」とした。これ
は、プレテストの中で「『保育の専門性』と聞かれると
答えにくい。」との意見を踏まえたためである。

注２）小児が入院する病床を持ち、小児科常勤医の数や看
護体制等により5段階の施設基準が設けられている。中
でも、「15歳未満専用病棟（小児病棟）」の設置が条件
の「小児入院管理料1～3」で届け出を行っている病院に
病棟保育士が勤務している可能性があると考え、本研究
の調査対象とした。

注３）「保育士」といった国家資格ではなく、学会や協会
が認定する資格のことであり、本件研究では引用文献2）
に よ り 、医 療 保 育 専 門 士 ・HPS（Hospital Play
Specialist）・子ども療養支援士・CLS（Child Life
Specialist）の4つの認定資格を想定している。

注４）2語のどちらかが含まれる文章を数え、2語がともに
含まれる文章の割合を算出して得られる係数であり、係
数は0～1の間を取る。ただし、相関係数の絶対値の解釈
のような明確な基準はなく、KH coderでは「解釈可能な
共起関係が見られる係数を採用する」方向性が示されて
いる。

注５）例えば、気管挿管や気管切開されている乳幼児の入
浴介助の場合、看護師業務になることが多い。このよう
に、入院時の入浴に関しては医療的な配慮の必要性が高
いため、「⑩子どもの状態に合わせて入浴介助を行う。」
を医療従事者との業務の重なりがあると考えた。

付記

本研究は、JSPS科研費JP18K02512の助成を受けたもの
である。
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